
令和 7年度 江東区立明治小学校 第２回学校評価報告（教員・児童アンケート） 

 

 

 

 

55%

33%

37%

67%

7% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

どの子にも「わかった、できた、楽しい授業」になるよう

指導を工夫している

（授業は分かりやすく、楽しい）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

42%

31%

45%

69%

12%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

こども主体の「明治小授業スタイル」を実施している

（めあてをもって学習に取り組み、ふり返りをしている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

59%

63%

34%

33%

6%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

学校行事毎に個々のめあてを設定し、

最後までやり抜く意志を育む指導を行っている

（行事にめあてをもって取り組み、最後までやりとげている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

43%

40%

43%

60%

12% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

こどもが自らの考えを明確にし、分かりやすく表現できる

授業や教育活動を実施している

（授業で自分の考えが分かりやすく伝わるように工夫している）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

教員は 100％、児童は 92％が肯定的に回答

した。教員の授業改善の姿勢が、児童の学

習意欲や満足感に効果的に結びついている

と考えられる。一方で、児童の約 8％に否定

的な回答が見られ、一部の児童には支援や

工夫が十分に届いていないことが考えられ

る。児童のつまずきをきめ細かく把握し、

個別の学習支援やユニバーサルデザインの

視点を取り入れた授業づくりを推進するこ

とで、全児童の「わかった・できた」の実現

を目指す。 

教員は 100％が肯定的に回答し、指導法の確

立が全校規模で図られていることが伺え

る。児童も肯定的な評価が 87％に達し、多

くの児童が主体的に学習できていると実感

できていると言える。一方で、児童の 13％

が否定的に回答し、一部の児童にとっては

「形式化」してしまい、学習の実感や深い

思考に結びついていない可能性が考えられ

る。今後は、「ふりかえり」の内容が次の学

習への意欲や自己の成長実感につながるよ

う、さらなる授業改善に努めていく。 

教員の 96％、児童の 93％が肯定的に回答

し、運動会や音楽会などの行事が、児童に

とって「自ら目標を立て、達成に向けて努

力する」という実感を伴う貴重な成功体験

の場として機能していることが考えられ

る。一方で否定的に回答した児童も 7％い

て、自分の目標を見出せず、達成感を十分

に味わえないまま終わってしまう児童がい

ることも考えられる。今後も、個々の特性

や実態に応じた「めあて」の持たせ方をさ

らに工夫していく。 

教員は 100％、児童は 86％が肯定的に回答

した。日々の授業における発表場面の工夫

や、アウトプットを重視した学習活動が学

校全体で行われ、それが一定の成果を収め

ていると言える。一方で、児童の 14％が否

定的に回答し、自らの考えを言語化し表現

することに苦手意識をもつ児童もいること

が分かる。今後は、ICT 端末の活用による多

様な表現手段の提示や、少人数グループで

の対話を多く取り入れるなど、全員が安心

して表現できる活動を工夫していく。 
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児童

教員

協働的学びを通じて自らの学びを深めたり、広めたり、

あるいは修正したりする深い学びを促している

（友達と学び合う中で、自分の考えを広めたり深めたりしている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない
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74%

23%

26%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

どの子も大切にする教育を行っている

（先生は、自分のことを大切にしてくれている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

67%

50%

25%

37%

6%

13%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

全ての教育活動を通して児童の自尊感情を高める工夫を行っている

（自分にはよいところがあると思う）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

46%

38%

44%

48%

8%

14%
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児童

教員

友達や先生を見て最後まで静かに聴くよう指導している

（友達や先生を見て、最後まで静かに話を聴いている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

教員の 90％、児童の 86％が肯定的に回答し

た。特に「当てはまる」と回答した児童の割

合は教員の約 1.7 倍に達し、児童は友達と

の関わりの中で自分の考えが広がる楽しさ

や実感を、教員の想定以上に強く持ってい

ると考えられる。その一方で教員の 10％、

児童の 14％が、協働的な学びに課題を感じ

ている。今後は、自分の役割を自覚できる

ようなグループ編成や、思考を可視化する

ツールの活用などを推進し、学びの質をさ

らに高めていけるようにする。 

教員は 100％、児童は 96％が肯定的に回答

し、日々の教育活動において教員一人一人

が児童と真摯に向き合い、児童側もそれを

「自分を大切にしてくれている」実感でき

る良好な信頼関係が構築できていると言え

る。一方で否定的に回答している児童も 4％

いるので、今後も、「誰一人取り残さない」

教育を目指し、さらにきめ細かな教育相談

や日々の観察を徹底するなどして、すべて

の児童の心に寄り添う指導を継続してい

く。 

教員の 87％、児童の 92％が肯定的に回答

し、児童は日々の学習や生活、教員・友達と

の関わりを通じて、自分の良さを確実に実

感できていることが考えられる。一方で、

教員の 13％が否定的に回答し、自尊感情を

高めるための指導に難しさを感じているこ

とが考えられる。今後は、児童一人ひとり

の小さな成長を見逃さず価値づけることを

継続するとともに、教員間での成功事例の

共有を深め、全校で「自分の良さを実感で

きる子」のさらなる育成に努めていく。 

教員の 86％、児童の 90％が肯定的に回答

し、日々の指導の継続により、児童が「相手

の話をしっかり聴く」という意識を高くも

つことができていると言える。一方で、教

員の 14％、児童の 10％は否定的に回答し、

学級や場面によって「聴く姿勢」にばらつ

きがあることが考えられる。今後は、単に

「静かにさせる」指導にとどまらず、能動

的な聴き方を促す工夫を重ね、学校全体で

互いの声を大切にし合える土壌をさらに固

めていけるようにしていく。 
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児童

教員

どの子も安心して過ごせるよう温かく居場所のある学級づくりや

専科の授業づくりをしている

（学級では、安心して過ごすことができている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

80%

57%

16%

36%

3%

7%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

話し合い活動や合同で取り組む活動において、共に取り組む

楽しさ、やり遂げる達成感を味わえるよう工夫している

（友達と話し合ったり、一緒に活動したりすることは楽しい）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

51%

69%

41%

24%

7%

7%

1%
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児童

教員

学級や学校のために働く喜びや感謝の気持ちを伝えることの

大切さを指導している

（学校やクラスのために、責任をもって働いている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない
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81%
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児童

教員

一年を通して、いじめ防止を図る指導を行っている

（いじめはどんな理由があってもしてはいけないと思う）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

教員の 94％、児童の 90％が肯定的に回答

し、児童の多くが学級を安全な居場所とし

て捉えており、教員の学級経営や専科経営

に対する意図が児童の実感として定着して

いると考えられる。一方で、児童の 10％が

否定的に回答し、人間関係の悩みや集団生

活に対する不安を抱えている児童がいると

言える。今後も、学級内での肯定的な人間

関係をさらに醸成する取組を充実させると

ともに、一人一人の特性に応じた配慮や声

掛けを徹底していく。 

教員の 93％、児童の 96％が肯定的に回答

し、教員が意図した「関わり合い」が、児童

にとっては学校生活における楽しみや、自

己の存在価値を実感する機会として、効果

をあげていると考えられる。一方で、否定

的に回答した児童も 4％存在する。 今後も、

話し合いのスキルの個別指導や、役割分担

の明確化などの工夫をして、全ての児童が

集団の中で自分らしく輝き、貢献できる喜

びを実感できる活動の展開を目指してい

く。 

教員の 93％、児童の 92％が肯定的に回答

し、教員の当番活動や係活動、委員会活動

などにおける指導が、児童の「責任をもっ

て働いている」という自覚の向上に結びつ

いていると考えられる。一方で否定的に回

答した児童も 8％いるので、今後も単に仕事

をさせるだけでなく、その仕事の目的や意

味を考えさせたり、称賛や感謝を伝え合う

日常的な働きかけを強化したりすること

で、働くことが自分自身の喜びや自己有用

感に繋がるようにしていく。 

教員は 100％、児童も 97％が肯定的に回答

し、教員による継続的な人権指導が児童の

心に浸透し、「いじめは絶対に許されない」

という強い規範意識が学校全体の共通認識

として確立されていると考えられる。一方

で、いじめの不当性について十分な認識に

至っていない児童も 3％いる。今後も教員に

よる日常的な指導や児童主体の「こどもい

じめ防止委員会」の活動などを通して、す

べての児童が「いじめは絶対にしてはいけ

ない」と思える学校づくりを推進していく。 
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19%
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児童

教員

体育等の授業で「わくわくタイム」を取り入れ、

運動する楽しさを味わわせる授業を行っている

（体育の授業は楽しく、できる運動が増えた）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

61%

52%

31%

26%

5%

22%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

食育の指導を年間10回以上行い、食に対する意識を高めている

（食の学習を通して、食事への関心が高まった）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

41%

43%

36%

46%

16%

11%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

教員

眠育として、睡眠の大切さを指導している

（すいみん時間を意識して生活している）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

75%

26%

21%

52%

3%

22%
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児童

教員

明治小学校と深川の街を大切にする「ふるさと教育」を行っている

（明治小学校や深川の街をほこりに思い、大切にしている）

当てはまる やや当てはまる やや当てはまらない 当てはまらない

教員の 96％、児童の 93％が肯定的に回答

し、学習活動や学習の場の工夫が児童の興

味・関心を強く惹きつけるとともに、「でき

る運動が増えた」という具体的な自己成長

の実感に繋がっていることが考えられる。

一方で運動の楽しさを十分に実感しきれて

いない児童も 7％存在する。今後も個々の能

力に応じた目標設定や場の工夫などをさら

に進め、運動が得意な児童も苦手な児童も

体力の向上と成功体験を積み重ねることが

できる授業づくりを推進していく。 

教員の 78％、児童の 92％が肯定的に回答

し、学校が計画的に進めている食育が、児

童の食事への興味・関心を広げる有意義な

学びとして、効果をあげていると言うこと

ができる。一方で教員の 22％が否定的に回

答し、「年間 10 回」という指導回数の確保

など、食育をすすめる体制のあり方に課題

が残った。今後は、給食の時間や各教科、行

事等との横断的な連携を工夫したり、各教

員の食育の実践を共有したりすることで、

食育をさらにすすめる体制を整えていく。 

教員の 89％は肯定的に回答しているが、他

の質問と比較すると、児童の肯定的な回答

が 77％と低く、学校での指導が実際に児童

の生活における行動変容にまで十分に結び

ついていない実態が考えられる。今後は、

保健や学級活動等における学習や養護教諭

による指導の機会の確保など、学校での眠

育を一層充実させるとともに、保健だより

や保護者会等を通じて家庭への啓発を強化

し、学校と家庭が連携して児童の睡眠への

意識を向上できるようにしていく。 

児童の 96％が肯定的に回答し、児童は日々

の生活や活動を通して、自分の通う学校や

住んでいる街への愛情と誇りを強く育んで

いると言うことができる。一方で他の質問

に比べて教員の自己評価が低く、地域資源

の教育活動への活用に課題を感じている教

員が多く存在すると考えられる。今後は、

教員間で地域の人材や施設等を活用した実

践を共有する機会を創出したり、学校と地

域との連絡体制を強化したりして、ふるさ

と教育をさらに充実したものにしていく。 


